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明るく楽しいアジアイーストリジョンを目指します 

TICA は世界最大の会員数を誇る血統登録団体であり、海を越えた世界中の国々、地域との友

好関係を促進することを理念の一つとしています。 

コロナ感染症は私達のキャットショー業界において大きく影響しました。 

私はコロナ禍の沈黙の期間、これまでのキャットショー業界、これからのキャットショー業

界、私達 TICA について深く考えました。 

経歴 
１９８３年 アメリカン・ショートヘアのブリーディングを始める。 

１９９３年 ノルウエージャン・フォレストキャットのブリーディングを

始める。 

２００４年 デボン・レックスのブリーディングを始める。 

２００４年 ジャッジングプログラムに参加し、トレーニングの為に

TICA Annual Awards Show を含め、欧米のキャットショー

で通算５回トレーニングを受ける。海外でのトレーニングが

切欠となり、後に欧州でのジャッジ依頼を多く受けることに

なる。 

２００５年 TICA Specialty Judge となる。 

２００７年 Cat Paradise Party 設立。 

２００８年 TICA Allbreed Judgeに昇進。 

２０１１年～ 

２０１３年 TICA Asia Regional Director を務める。 

２０１１年 台湾で初の TICAブランチが設立、キャットショー開催に向

けて支援をする。 

２０１４年 米国Massachusetts で開催された TICA Annual Awards 

Showにてジャッジをする。 

２０１５年 欧州オーストリアで開催された TICA Annual Awards Show

にてジャッジをする。 

２０１８年，２０１９年 米国 Alabama (2018)，Las Vegas (2019)で開催

された TICA Annual Awards Show にてジャッジをする。 
 



世界はウィズコロナのニューノーマルな現実を見据え、行動変容を迫られる状況にもありまし

た。アジアイーストリジョンも適応していかなければなりません。デジタル技術を上手く活用

をしていくこと、またその可能性を強く感じ、新たな夢と希望が芽生えました。 

SNS などのツールを上手く利用することで、後進の育成、ブリード教育やボードミーティング

の報告等、情報共有を促進し、効率化が期待できると思います。また、私達日本人、韓国人に

は感染症や実質的な距離だけではなく、もう一つ、言語の壁が大きく立ちはだかります。言語

の違いによる情報格差も生じます。 

この分断と格差を埋めるためには互いの信頼と思いやり、助け合いが最も必要だと思います。

３０年ほど前、アジアリジョンが順調にその歴史を刻み始めていたころ、私達にはまるで古き

良き日本のご近所付き合いのような結びつきがありました。頻繁に勉強会を行い、意見を交換

し、ブリードやルールの勉強をしていました。この分断された現代にこそ、その再構築を目指

して行くべきではないかと痛感しています。 

ややもすれば閉鎖的になりがちな環境を打開するため、自分の経験を活かしながら新たな試み

に挑戦し、アジアイーストリジョンに貢献したいと思います。明るい、活性化したリジョンを

運営するために尽力して参ります。 

 

TICA for Fabulous Feline, Fun, Friendship －実現に向けて 

★セミナーの充実 

SNS 系のツールを利用して、誰もが気軽に参加できるセミナーを充
実させていきます 

★クラーク、マスタークラーク及びジャッジの育成 

クラーク及びマスタークラークを育て、ジャッジングプログラムへ
の参加を希望する人々のフォローアップをします 

★ＴＦＭＳのフォロー 

現状滞りがちなＴＦＭＳの手続きを綿密にフォローいたします 

★ＳＮＳの発信強化 

ボードセミナーの報告、ミートザブリード showcase への展開など 

 



私がディレクター在任中（２０１１～２０１３年）に促進したルール変更にアルタークラスの

１０頭ファイナがあります。当時、アルターの１０頭ファイナルを望む TICA 会員が多く、私

もアジアリジョンディレクターとして賛同しました。 

私の任期終了後、キツンのスプリットシーズン（キツン時期が２回のシーズンに跨ること）に

おけるアワードポイントの獲得に関するルール変更を望む声が上がりました。つまり、アワー

ドポイントの獲得が２回のシーズンに渡った場合には、最後にキツンとしてカタログに記載さ

れたシーズンに割り当てられるべきである、と云う主張です。当時、私はジャッジとして、ク

ラブオーナーとしてその主張に共感しました。 

TICA 会員の皆様が望むのであれば、ルール変更として提言するつもりでいます。ルールの変

更は難しいものですが、如何なるプロポーザルでもアジアイーストリジョンの皆様の声を届け

る所存でおります。 

リジョンショーとアワードパーティーの開催に関しましては、リジョンショーを年に最低一回

開催すること、アワードパーティーについても適切な感染症対策を取りながら、国のガイドラ

インに従って開催したいと思っています。 

新しい試みとしては、前述の分断と格差を埋めるため、誰もが言葉の壁を越えて必要な情報が

手に入るように TICA の発行物及びフォームの翻訳化を目指して行く所存です。 

 

最後に 

より良いリジョンを構築していくためには、キャットファンシャーの皆様、TICA 会員の皆様

及びジャッジの皆様と幅広く大勢の皆様方と一緒に創り上げていくことが必要です。 

分断と格差を埋める大きなミッションは、様々な置かれた立場を超えて皆で共有して行くもの

だと信じています。 

問題点を改善していくためには、それぞれ多様のアプローチがあるものと思います。皆様のお

力をお借りして、一緒にアジアイーストリジョンを盛り上げていきたいと思います。 

多くの猫好きの皆様がより楽しく、幸せを感じられるような取組みを見出し、試行錯誤を重ね

ながら、努力し、全力を尽くしてまいる所存です。  

ジャッジの諸賢には特段のご理解とご協力をお願いいたします。 
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